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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 
一般:１,２００円 

６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
10 時～、13 時～ 

 英語による庭園ガイド

ツアー(無料)、開催中！ 

小石川後楽園の小廬山観察日記④ 
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｢都立庭園  
園長の採れたて情報｣ 

ホームページ → 検索 
「公園へ行こう！」 

見てね！ 

→ 検索 

 『行楽の秋』で
す。園内のベンチ
を御利用頂けれ
ば、お弁当も OK
です。青空の下で、
のんびりとお過ご
し下さいね。 

小石川後楽園 職人の仕事 

《昨年の様子》 

 今今今年年年もももがががんんんばばばりりりままましししたたた！！！   

 園内を紅く染め上げたヒガンバナも終わりを迎え、い

よいよ秋も本番ですね。１０月７日(水)には、文京区立柳

町小学校５年生のみなさんによる稲刈りも無事に終了し

ました。田植え、案山子作りに稲刈り、今年の体験が、

これから少しでも役に立ってくれると良いですね。 

 だんだんと気温も下がり、庭の木々も、少しずつ秋色

に表情を変えて行くようです。“今年の紅葉の見頃はいつ

かな？”そろそろ、お問合せも頂くようになりました。 

 さて、毎年お楽しみ頂いている『秋の一日を楽しむ』

や、紅葉期間『深山紅葉を楽しむ』のイベントが、今年

も下記の内容で開催されます。ご家族やお友達と、秋の

小石川後楽園散策はいかがでしょうか。 

◇◆◇満喫しよう！秋の小石川後楽園◇◆◇ 

１.『秋の一日を楽しむ』 

開 催 日 １１月３日(火・祝) 

内  容 ワラボッチの一輪挿し作り、野点 

２.『深山紅葉を楽しむ』 

開催期間 １１月２１日(土)～１２月６日(日) 

 内  容 江戸糸あやつり人形、石州流茶会、 

伝統技能見学会「雪吊り」、江戸太神楽、

庭園ガイド、植木市、水戸の名産品・

軽飲食の販売 

詳しくは、チラシ、ホームページ等でご案内中！ 

 

【蓬莱島作業その②の巻】 

 いつもなら、アオサギやシラサギ、時にはカワセミ、

周りではカモたちも遊ぶ“野鳥の小さな楽園”の蓬莱

島で、アオダイショウ(ヘビ)の抜け殻も発見！ 

 

 
 
 ９月下旬から、大泉水に浮かぶ蓬莱島の手入れ作業

が行われていました。足場の悪い場所に、下の写真の

ように長く伸びるハシゴを据えて、高い所にある枝を

切り落とします。これは、蓬莱島はもちろん、その向

こうの景色も、枝越しに透かしてご覧頂くためのもの。

“この枝を切り落としたらどんな風に見えるのか？” 
 

 ５月中旬に、小廬山の美しい景観を維持するため、

オカメザサを地際から刈取る作業が行われて４ヶ月が

経過した９月末、最後の仕上げ、ササの高さをそろえる

作業が終了しました。初夏、梅雨、盛夏と季節も巡り、

現在は、瑞々しいオカメザサで一面を覆われた美しい姿

をご覧頂けます。 

 小廬山観察日記も今回で最終回です。これからは紅葉

の季節、オカメザサの緑と真っ赤な紅葉のコントラスト

を、ぜひお楽しみ下さい。 

  

 

《５月下旬》 《６月》 

《８月》 

 

庭師の技量が問われる作業で

す。 

 さて、少し観察してみましょ

う。蓬莱島のシンボル“徳大寺

石”方向に渡された大きな平た

い石は、この上で大人が余裕で

横たわれる以上の大きさがあ

り、迫力満点！当たり前の事で

すが、近くに行って分る大きさ

に改めて驚かされました。 

  

 

 約１５０ｃｍの姿が生まれ変わっていく瞬間は、とて

も神々しく神秘的だったのではないでしょうか。この島

を守っているのは弁才天と伝わりますが、ご存知でした

か？弁才天とヘビは、とってもご縁があるそうです。も

しかして、このヘビは・・・などと、想像も広がります。 

 蓬莱島のモミジが紅くなれば、園内の紅葉も段々と紅

味を増していきます。真っ赤な秋、待ち遠しいですね。 

 

 

《９月末・完成》 


